
１．緒　　言

構造物や部材の疲労等による破壊は避けられない
問題である。そこで，破壊の原因の一つである応力
集中現象を知り，破壊の起点となる情報を求めるこ
とは重要である。また，単に力学特性の知識だけで
はなく，材料特性および破壊のメカニズムを知るこ
とも重要である［1］［2］。
本研究では，数値解析法のひとつである有限要素

法（Finite Element Method：FEM）を用いた市販
のソフト（プリポストプロセッサ：MSC.Patran，
ソルバー：MD.Nastran）を使用し，両側半円切り
欠きをもつ有限板の一様引張り問題について数値解
析を行う。多種多様な問題を精度良く解析すること
ができるFEMソフトは，汎用性をもたせているため
解析を行うまでに多くの手順と専門知識を必要と
し，データの取り方や結果のまとめ方などに経験を
要する。そこで，FEMソフトの使用に慣れ，材料強
度の力学的問題の検討を行う専門知識を学ぶことも
含めて，基本的な問題である両側半円切欠きにおけ
る切欠き縁の面取り効果について，破壊の一次因子
となる切欠き底の最大応力を求めて検討し，応力集
中係数Ktとしてまとめる。

２．解　析　条　件

両側半円切欠き（半径 a）を有する有限板（板幅

2W，長さ2L）の一様引張り問題において，Fig.1（a），
（b）に示すように半円切欠き縁を丸め加工，または
面取りをすることによる切欠き底の最大応力への影
響について検討した。なお，数値解析は対称性を考
慮し，Fig.2（a），（b）に示す1/4の形状で解析した。
具体的にはFig.2（a）に示すように切欠きと板幅の比
a /Wと丸め加工の半径rと切欠きの比r /a，または
Fig.2（b）に示すように切欠き形状の接線の位置が切
欠き底からなす角度θを種々変化させて応力集中係
数Ktへの影響を検討した。数値計算で用いた形状寸
法は，W＝100［mm］，L＝200［mm］，材料定数は縦
弾性係数E＝206×103［MPa］，ポアソン比ν＝0.3と
した。また，弾性応力問題として，切欠き底の最大
応力（σy）maxを最小断面の公称応力σnで除した応力
集中係数Ktを求めた。
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３．数値計算と結果の検討

３．１　要素分割と解の安定性
有限要素法では，要素分割数が多いほど解は安定

してくる。しかし，要素分割数を多く取れば計算時
間がかかるので，解の安定性から分割数を決定する
必要がある。そこで，要素分割と解の安定性を確か
めるためにFig.2（a），（b）のr＝0とθ＝90°の場合，
すなわち丸め加工と面取りをほどこしていない形状
について，切欠き縁と切欠き底断面の分割数を種々
変化させて検討した。

まず，Table 1に切欠き底の断面（リガメント）
の分割数とKtの関係を示す。このとき，1/4切り欠
き縁の分割数は等分割の30分割一定として解析を行
った。切欠き底断面の分割数30程度から安定してい
ることが分かる。
次に，1/4切欠き縁の分割数とKtの関係をTable 2

に示す。ここで，切欠き底の断面（リガメント）の
分割数は，メッシュサイズを不等分割の20分割一定
として行った。解が安定していることがわかる。
これらの結果から，今後の計算は切欠き底の断面

（リガメント）の分割数30分割，1/4切欠き縁の分割
数60分割を基準とした。なお，Fig.3（a），（b）に要素
分割例を示す。

３．２　切欠き底の応力分布
Fig.4（a），（b）に切欠きと板幅の比a/W＝0.2の場合

の切欠き底の応力分布を示す。横軸にFig.2の座標を
用いた位置の比x/W，縦軸は荷重方向応力σyを一様
引張り応力σ0で無次元化したσy /σ0である。
これらの結果より，最大応力には丸め加工と面取

りの影響はあるが，応力分布には大差がない。そし
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Fig.1 半円切欠き縁の加工による応力の変化
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Fig.2 問題の1/4の解析領域

切欠き底断面の分割数

Kt

40

1.87

30

1.87

20

1.86

10

1.85

Table 1 切欠き底断面の分割数とKtの関係
（1/4切欠き縁の分割数：30, a/W＝0.4, (a) : r/a＝0, (b) : θ＝90°）

1/4切欠き縁の分割数

Kt

90

1.87

60

1.87

30

1.86

Table 2 1/4切欠き縁の分割数とKtの関係
（切欠き底断面の分割数：20, a/W＝0.4, (a) : r/a＝0, (b) : θ=90°）

Fig.3 要素分割例（a/W＝0.3）

（a）丸め加工（r/a＝0.67） （b）面取り（θ＝45°）



て切欠き縁近傍において応力が急激に上昇するが，
切欠き深さと同じ程度離れると公称応力程度とな
り，一定の値に近づく。また当然ながらその値は公
称応力σnよりも小さくなる。

３．３　応力集中係数
Fig.5（a），（b）に切欠き底に生じる最大応力（σy）max

を公称応力σnで無次元化した式（1）で定義する応力
集中係数Ktを示す。
Fig.5（a）は，横軸に丸め加工の半径と切欠きの比

r/aを取り，切欠きと板幅の比a/Wをパラメータとし
て示す。これらの結果からKtはr/aとほぼ直線関係を
もつようである。応力集中に及ぼす丸め加工の影響
は切欠きが小さいほど大きいが，計算した範囲では

最大約15％低下することがわかった。
Fig.5（b）は，横軸にFig.2（b）で定義する角度θを

取り，切欠きと板幅の比a/Wをパラメータとして示
す。図からもわかるようにθ＝45°以上になるとほ
ぼ一定の値となり，面取り効果が無くなることがわ
かる。なお，Table 3（a），（b）にそれぞれの数値結
果を示す。

４．結　　言

両側半円切欠きをもつ有限板の一様引張り問題に
おいて，切欠き縁の面取り効果について，市販の
FEMソフトを用いて解析し，切欠き底の応力集中係
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Fig.4 切欠き底断面の応力分布（a/W＝0.2）
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Fig.4 両側半円切欠きの応力集中係数Kt
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数と切欠き底の応力分布について検討した。得られ
た結果を以下に示す。

・切欠き底の応力分布は，切欠き半径と同じ程度切
欠き底に近づくと応力が急激に上昇し，板中央で
は切欠き半径と同じ程度切欠き底から離れると公
称応力程度になる，その後一定の値に近づく。そ
して，その値は当然，公称応力σnよりも小さい。
・両側半円切欠きの応力集中に及ぼす丸め加工の影
響は切欠きが小さいほど大きいが，計算した範囲
では最大約15％低下することがわかった。
・面取りが応力集中係数へ及ぼす影響は，切欠きを
大きく切り落とすようなθが小さい時のみ効果が
あり，45°の面取りでは効果がないことがわかる。
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Table 3（a） 丸め加工の応力集中係数Ktへの影響
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